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声援に励まされ、自己ベストを狙う
第 28回守谷ハーフマラソン
　守谷市市制施行10周年記念第28回守谷ハーフマラソンが
２月12日㈰に開催されました。全国から5,640人が参加し、
自慢の健脚を競いました。ランナーは、沿道の皆さんの温かい
声援に背中を押されながら、ゴールを目指していました。



広報もりや 2012.3.10 22

ハーフマラソンの部

第28回守谷ハーフマラソン大会結果第28回守谷ハーフマラソン大会結果

市内成績市内成績
上位者紹介上位者紹介

●主　催　守谷市体育協会／茨城陸上競技協会
●問合先　市役所生涯学習課　スポーツＧ　内線274

　守谷市市制施行 10 周年記念第 28 回守谷ハー
フマラソンに、全国から 6,180 人の申し込みが
ありました。当日は 5,640 人が受け付けをし、
5,063 人が完走しました。その中から市内上位者
の皆さんを紹介します（順位横○内数字は部門別
総合順位／敬称略／完走者全員の成績は市ホーム
ページ参照）。
　また、大会開催に当たり、市民の皆さんにご協
力をいただき、ありがとうございました。
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◆一般男子…………………………優勝記録 10′21″
1 ⑨ 森
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本　成
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◆小学５･６年生男子……………優勝記録 10′43″
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尾　幸
こう き

輝（守谷小学校）  11′28″
2 ⑧ 榎
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本　悠
ゆう が

雅（守谷クラブ）  11′30″
3 ⑪ 河
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村　友
とも や

弥（松ケ丘ミニバス）  11′44″

◆小学５･６年生女子……………優勝記録 10′43″
1 ③ 小

こばやし

林　遥
はる か

佳（松ケ丘ミニバス）  11′26″
2 ⑥ 新

にいやま

山　ルナ（郷州ミニバス）  12′06″
3 ⑦ 松

まつもと

本　恵
え り な

里奈（松ケ丘ミニバス）  12′16″

◆小学３･４年生男子……………優勝記録 7′34″
1 ③ 米

よねたに

谷　樹
いつき

（守谷小学校）  7′40″
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よし だ
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◆小学１･２年生男子……………優勝記録 8′30″
1 ① 坂

さかいり

入　稜
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拓（守谷クラブ）  8′30″
2 ② 水
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口　凌
りょうすけ

輔（みずき野シティ）  8′33″
3 ④ 梅
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原　一
いぶ き

颯（ウイングス）  8′43″

◆小学１･２年生女子……………優勝記録 8′50″
1 ① 松

まつもと

本　優
ゆう

（松ケ丘ミニバス）  8′50″
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◆男子39歳以下…………………優勝記録 15′59″
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◆男子40歳以上…………………優勝記録 16′52″
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井　建
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の せ

勢　浩
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◆女子39歳以下…………………優勝記録 18′30″
1 ③ 藤

ふじ た

田　香
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2 ⑫ 椎

しい な

名　美
み え

恵  24′22″
3 ⑮ 河

かわ い

合　千
ち か

賀（河合歯科★守谷）  24′29″

◆女子40歳以下…………………優勝記録 20′55″
1 ⑥ 渡
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部　みゆき（愛宕中ＰＴＡ）  23′58″
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3 ⑫ 風
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ま り
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◆中学生男子………………………優勝記録 15′37″
1 ① 森
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希（御所ケ丘中学校）  15′37″
2 ⑬ 能

の せ

勢　航
わたる

（並木中等）  19′10″
3 ⑳ 青
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木　俊
しゅんすけ

輔（芝浦工大柏中）  20′18″

◆中学生女子………………………優勝記録 18′05″
1 ① 高
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野　智
ち な
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2 ③ 藤
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3 ④ 秋
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田　梨
り な
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３kmの部

２kmの部

５kmの部



広報もりや 2012.3.10 44

国民健康保険・後期高齢者医療のお知らせ国民健康保険・後期高齢者医療のお知らせ

●問合先　市役所国保年金課　　国民健康保険について　　保険年金Ｇ　内線 102～ 104●問合先　市役所国保年金課　　国民健康保険について　　保険年金Ｇ　内線 102～ 104
　　　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療について　医療福祉Ｇ　内線 107・108　　　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療について　医療福祉Ｇ　内線 107・108

平成24年度　特別徴収の仮徴収額
（年金からの天引き額のお知らせ）

4月 1日以降の国民健康保険保険証を
3月中旬に送付

　平成 23 年度に国民健康保険税または後期高齢
者医療保険料を継続して特別徴収で納付している
方の平成 24 年度分の仮徴収額は、４・６・８月
の各月とも、２月に納付した額と同額です。
　また、平成 23 年４月１日以降に被保険者の資
格を取得した場合など、平成 24 年４月から新た
に特別徴収に該当する方は、前年度の保険税（料）
の約６分の１の額が４月以降の年金支給月ごとに
年金から天引きされます。対象者には、４月上旬
に「平成 24年度保険税（料）仮徴収額決定通知書」
を送付します。
　なお、継続して特別徴収となる方には、仮徴収
額の「決定通知書」は送付しません。

＊本徴収における保険税（料）額は、年額から仮
徴収額を差し引いた額を 10・12 月、翌年２月
の３回に分けた額となります。

　６月以降、新規で特別徴収に該当する場合は、
事前に「保険税（料）の納付方法について」の通
知を送付します。また、特別徴収が非該当となっ
た場合は、特別徴収を中止する通知を随時送付し
ます。

　保険税（料）の賦課内容については、年額確定
後に「仮徴収額」と「本徴収額」を記載した「平
成 24 年度保険税（料）額決定通知書兼特別徴収
開始通知書」を７月中旬以降に送付します。

　特別徴収の対象となる年金が次に該当する方は、
保険税（料）を納付書で納付（普通徴収）するこ
とになります。納付書は、年間の保険税（料）額
が確定する７月に送付します。
・年金の年額が 18万円未満の場合
・介護保険料と保険税（料）の１回当たりに徴収

される合算額が、２か月に１回支給される年金
受給額の２分の１を超える場合

・年金の支給調整や差止めなどで特別徴収できな
い場合　など

特別徴収の納期

新規該当者・非該当者の方へ

平成24年度の保険税（料）年額について

特別徴収対象外（普通徴収）の方へ

　4月 1日以降に使用する新しい保険証を３月中
旬に加入世帯へ簡易書留郵便で送付します。配達
時に不在の場合は、郵便局で不在通知を残します
ので、ご連絡をお願いします（4月 1日㈰までは
守谷郵便局へ、2日㈪以降は市役所国保年金課へ
連絡）。
　市役所で保険証を受け取る際は、必ず①来庁す
る方の身分証明書（運転免許証等）と②認め印を
持参してください。問い合わせ・来庁は、事務処
理の都合上 4月 3日㈫以降にお願いします。
※土・日曜日、祝日を除く平日の 8:30 ～ 17:15
○新しい保険証は、世帯主宛てに交付します。
　（3月 31 日までは今までの保険証を使用）
○保険証が届いたら、記載内容と保険証裏面の注
意事項をご確認ください。

○保険証は犯罪などに使われる場合があります。
紛失には十分ご注意ください。紛失した際の保
険証の再交付には、世帯主の委任状と来庁する
方の身分証明書（運転免許証等）が必要です。

○就学のために他市区町村へ転出する場合は、国
保年金課窓口へ届出をしてください。

●後期高齢者医療に加入されている方の保険証は
8月に更新されます！

　8月 1日以降に使用する新しい保険証は、7月
下旬に発送する予定です。7月 31 日までは、今
までの保険証を使用してください。

表
面
の
左
側
の
色
は「
だ
い
だ
い
色
」

（
退
職
被
保
険
者
証
は「
緑
色
」）

賦課 仮徴収 本徴収
納期月 4 6 8 10 12 2
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平成24年度 70～74歳の国民健康保険加入者の方へ

人間ドック・脳ドック検診助成事業 自己負担軽減措置期間の延長

▼対象
・・守谷市国民健康保険・後期高齢者医療に加入し

ている満 40歳以上（平成 24年４月１日現在）
の方

・・保険税（料）の未納がない方
・・ 脳ドック検診は、過去３年度間（平成 21 ～

23 年度）に脳ドック助成を受けていない方
※検診日当日に保険証の資格を喪失（社会保険等
への加入や転出等）している場合、助成金受給
者証が交付されていても助成は受けられません

▼助成額
　人間ドック 15,800 円／脳ドック 26,300 円

▼受診期間　４月１日㈰～平成25年３月31日㈰

▼申込期間　３月28日㈬～平成25年２月28日㈭
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

▼申込方法　指定医療機関に予約後、事前に国民
健康保険または後期高齢者医療の保険証を持参
の上、市役所国保年金課窓口で申し込む

※電話・郵送等での申込不可／結果データは、保
健指導等のデータとして活用／同一年度内に
受けられる健康診断は、人間ドック、脳ドック、
特定健診（集団健診・医療機関健診・ミニドッ
ク）、後期高齢者医療健診（集団健診・医療機
関健診）のうち１つ／重複受診不可

　70 ～ 74 歳の方に対する「現役並み所得者以
外の被保険者に係る一部負担金の割合」、「一般区
分の被保険者に係る高額療養費の自己負担限度
額」、「一般区分の被保険者に係る高額医療・高額
介護合算療養費の自己負担限度額」に対する軽減
特例措置期間が延長されます。
２割負担の方の一部負担金の割合が
平成25年３月31日まで１割負担に据え置き
　特例措置の適用による「一部負担金の割合」の
記載内容を更新した高齢受給者証（青色の紙）を
３月中旬に発送する保険証に同封します。
　なお、有効期限は自己負担割合の判定を毎年 7
月中旬に住民税課税所得（課税標準額）に基づき
行うため、8月 1日から翌年 7月 31 日までの１
年間です。このため、今回送付する高齢受給者
証の有効期限は、特例措置の延長に関わらず平成
24 年 7 月 31 日までです。８月 1日以降に使用
する高齢受給者証は、７月中旬に送付します。
●現在使用中の高齢受給者証（3月 31 日まで）
　２割（平成 24年３月 31日までは１割）
●４月１日からの高齢受給者証
　２割（平成 24年７月 31日までは１割）
※一部負担金の割合が 3割の方（現役並み所得
者）、また、一定の障がい認定を受けて後期高
齢者医療の対象となっている方を除く

※受診の際は「保険証」と「高齢受給者証」を提示
高額療養費の「一般区分」の自己負担限度額が
平成25年 3月 31日まで据え置き
　医療費が高額になった場合、医療機関で適用さ
れる一般区分の自己負担限度額が据え置かれます。

※同一月内に外来と入院がある場合、外来（個人
単位）の限度額を適用した後に、外来＋入院（世
帯単位）の限度額を適用して計算

高額医療・高額介護合算療養費の「一般区分」の自
己負担限度額が平成25年7月31日まで据え置き
　医療費が高額になった世帯に介護保険受給者が
いる場合、国民健康保険と介護保険の限度額をそ
れぞれ適用した後、年額の自己負担を合算して次
の自己負担限度額（年額／ 8月～翌年 7月）を
超えたときは、その超えた分が支給されます。

※上記費用額は変更になる場合あり（医療機関に
予約する際に再度ご確認ください）

※各医療機関の検査項目一覧表は、市役所国保年
金課・保健センター・各公民館に用意

医療機関名 区分 自己負担額

総合守谷第一病院
☎ 45-9912

人間 15,700 円
脳 26,200 円

守谷慶友病院
☎ 21-9101

人間 18,850 円
脳 26,200 円

会田記念リハビリテーション
病院
☎ 48-6111

人間 15,700 円

取手北相馬保健医療センター
医師会病院
☎ 0297-71-9500

人間 22,200 円
脳 26,200 円

JAとりで総合医療センター
☎ 0297-74-5551

人間 24,570 円
脳 26,200 円

筑波メディカルセンター
☎ 029-856-3500

人間 24,310 円
脳 26,200 円

きぬ医師会病院
☎ 23-1771 脳 26,200 円

合算した場合の自己負担限度額
56 万円　※平成 25年 8月から 62万円

・外来（個人単位）　　　　12,000 円
　（平成 25年４月から 24,600 円）
・外来＋入院（世帯単位）　44,400 円
　（平成 25年４月から 62,100 円）

（
月
額
）

自
己
負
担
限
度
額
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あり
21.6%

なし
78.4%

●問合先　地域包括支援センター　☎ 45-1744

日常生活圏域ニーズ調査結果から

いつまでも健やかに暮らしていくために

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
25
項

目
の
質
問
に
「
は
い
・
い
い
え
」

で
答
え
る
簡
単
な
も
の
で
す
。

質
問
の
内
容
は
、生
活
の
様
子
・

足
腰
の
状
態
・
栄
養
や
口
腔く

う

の

状
態
な
ど
で
、
生
活
機
能
低
下

の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
生
活
機
能
が
低
下
す
る

と
、
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

９
２
７
８
人
の
う
ち
、
約
７

割
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
回
答
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
約
２
割
の
方
に
生
活
機
能

の
低
下
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
々
を
年
齢
別
に
み
る

と
、前
期
高
齢
者
（
65
〜
74
歳
）

で
は
、口
腔
の
状
態
の
低
下（
む

せ
る
・
か
み
に
く
い
・
口
が
渇

く
）が
あ
る
方
が
５
割
と
多
く
、

後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
で

は
、
足
腰
の
状
態
の
低
下
（
１

年
以
内
に
転
ん
だ
・
転
倒
不
安

が
あ
る
・
15
分
以
上
歩
け
な
い

等
）
が
多
く
、
複
数
項
目
に
該

当
す
る
方
も
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
結
果
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
・
歯
科
衛
生

士
・
管
理
栄
養
士
が
電
話
や
訪

問
で
詳
細
な
状
況
を
伺
い
、
そ

の
方
に
あ
っ
た
介
護
予
防
情
報

を
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
日
常

生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に
回
答

い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に
は
、

平
成
24
年
度
に
、
再
度
「
生
活

機
能
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
郵
送
し
ま
す
。
ご
自
分
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

市
内
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
昨
年
７
月
に
行
っ
た
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
の
中
か
ら
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
結
果
を
報
告
し

ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
、
出

る
可
能
性
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
支
障
が
発
生
す
る
か

を
把
握
す
る
た
め
、
こ
の
調
査
に
は
生
活
機
能
基
本
チ
ェ
ッ
ク
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
過
ご
し
、
生
活
機
能
を
維

持
・
向
上
さ
せ
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

に
答
え
て
い
た
だ
い
た
方
に
、

こ
れ
か
ら
順
次
個
別
結
果
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

個
別
結
果
で
、
介
護
や
支
援

が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
低
い

と
い
う
方
に
は
、
介
護
予
防
に

役
立
つ
情
報
を
送
り
ま
す
。
ま

た
、
可
能
性
が
高
い
方
に
は
、

生
活
機
能
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
結
果
票
を
送
り
ま
す
。

生
活
機
能
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

調
査
結
果

回
答
を
い
た
だ
い
た
方
に

個
別
通
知
を
送
付

50

複数該当
虚弱

栄養の状態
口腔の状態
足腰の状態

（％）0 10
25%

0.3%

1.6%

42%

31%

20 30 40

35.3

26.7

31.0

31.7

52.4

42.0

31.5

18.4

25.0
2.2

1.6

1.1

0.3

0.3

0.4

0

後期高齢者

前期高齢者

全体

足腰の状態 口腔の状態 栄養の状態 虚弱 複数該当

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

いつまでも健やかに暮らしていくために

生活機能基本
チェックリスト実施結果
①実施結果
　発送数　9,278 人
　回収数　6,791 人
　回収率　73.2％

②生活機能の低下について

③生活機能の低下している項目

④年齢別の生活機能低下項目
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昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
危
機
管
理
意

識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
地
震
災
害
な
ど
を
想

定
し
、
家
庭
で
取
る
べ
き
対
策

を
今
一
度
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

わ
が
家
の
地
震
対
策

　

日
ご
ろ
か
ら
非
常
時
の
行
動

を
、
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・・
家
族
間
の
連
絡
先
、
連
絡
方

法
、
安
否
の
確
認
方
法

・・
災
害
時
の
集
合
場
所
な
ど
避

難
先
の
確
認

・・
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

地
震
災
害
に
備
え
て

　

備
蓄
品
や
非
常
持
ち
出
し
品

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
や
支
援
物
資
が

届
く
ま
で
約
３
日
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
の
人
数
×
３
日
分

を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、非
常
食
に
は
、

こ
れ
が
正
解
と
い
う
備
蓄
量
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
や
家
族

新
た
に
注
目
さ
れ
る

非
常
持
ち
出
し
品

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
が
普

及
し
て
い
ま
す
。
電
話
と
し
て

利
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
情
報
入
手
や
伝
達
の
手

段
と
し
て
も
非
常
に
有
効
な
も

の
で
す
。
非
常
時
に
は
充
電
器

も
併
せ
て
用
意
し
て
お
く
と
良

い
で
し
ょ
う
。
電
力
供
給
が
止

ま
っ
た
時
の
対
応
も
、
現
在
は

手
動
・
ソ
ー
ラ
ー
発
電
式
の
携

帯
充
電
器
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
持
ち
の
携
帯
電
話
等
の
充
電

方
法
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の

市
か
ら
の
情
報
発
信
は

　

災
害
時
の
情
報
発
信
は
、
整

理
さ
れ
た
情
報
を
災
害
対
策
本

部
で
選
別
し
、メ
ー
ル
も
り
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
で
皆
さ
ん
へ

伝
達
し
ま
す
。

の
消
費
量
等
に
あ
わ
せ
て
備
え

ま
し
ょ
う
。
主
な
非
常
持
ち
出

し
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
懐
中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ

予
備
電
池
も
用
意
し
ま
し
ょ
う

○
非
常
食
品　

カ
ン
パ
ン
、
缶

詰
な
ど
火
を
通
さ
な
く
て
も
食

べ
ら
れ
る
も
の
、
飲
料
水
な
ど

○
医
薬
品　

か
ぜ
薬
、
傷
薬
、

胃
腸
薬
な
ど
（
病
人
や
高
齢
者

の
常
備
薬
を
忘
れ
ず
に
）

○
貴
重
品　

現
金
、預
金
通
帳
、

印
鑑
、
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
（
コ
ピ
ー
を
と
れ
る
も
の

は
と
っ
て
お
く
）

○
そ
の
他　

下
着
、
タ
オ
ル
、

軍
手
、
ち
り
紙
や
紙
お
む
つ
等

●
非
常
持
ち
出
し
品
は
、
避
難

時
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

男
性
は
15
㎏
、
女
性
は
10
㎏
を

目
安
に
必
要
最
低
限
の
も
の
だ

け
に
し
ま
し
ょ
う
。

メールもりや
への登録を

　平成24年経済センサス-活動調査へのご協力ありがとうございます。まだ、
回答がお済みでない場合は、早めの回答をよろしくお願いします。
　調査結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や商店街の活性
化などの地域行政のための基礎資料として利活用されます。
　また、調査票に記入していただいた内容は、統計の目的以外（例えば税の
資料など）に使用することは絶対にありません。記入後の調査票は、厳重に
管理し、集計完了後には完全に溶かし、再生紙とします。安心して、ご提出
ください。

平成24年経済センサス-活動調査へのご回答、ありがとうございました。

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら　

１
年
を
迎
え
て

災
害
に
備
え
よ
う
！
●
問
合
先　

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　

内
線
１
４
０
・
１
３
４

総務省・経済産業省・茨城県・守谷市
経済センサス -活動調査については、キャンペーンサイトをご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm

経済センサスキャラクター
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平成24年度守谷市行政組織の変更

（
変
更
後
）

（
変
更
前
）

市民協働推進課

協働推進室
人権推進室
文化会館
安全・安心対策室

市民協働推進課
協働推進G
人権推進室
文化会館

交通防災課 交通防災G

平成24年度から市に権限が移譲される主な業務
　「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」
（第１次・第２次一括法）により、平成 24 年度からさまざまな権限が市に移譲されます。その内容
の一部を紹介します。

法令名 主な事務の内容 問合先

国土利用計画法 市街化区域 2,000㎡以上、市街化調整区域 5,000㎡以上の土地
売買等の契約に関する届出 企画課

内線 335工場立地法（工場立地
の調査等に関する法律
の一部を改正する法律）

一定規模以上の工場の新設・増設に関する事前届出
（業種）製造業、電気・ガス・熱供給業
（規模）敷地面積 9,000㎡以上または建築面積 3,000㎡以上

ガス事業法 ガス用品の販売事業者からの報告徴収、立入検査、提出命令等

経済課
内線 262

電気用品安全法 電気用品の販売事業者からの報告徴収、立入検査、提出命令等
液化石油ガスの保安の
確保及び取引の適正化
に関する法律

液化石油ガス器具等の販売事業者からの報告徴収、立入検査、
提出命令等

中小小売商業振興法 商店街整備計画、店舗集団化計画、共同店舗等整備計画等の認
定等

騒音規制法

・・特定工場等において発生する騒音及び特定建設作業に伴って
発生する騒音について規制する地域等の指定
・・特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準に基
づく区域の指定
・・指定地域内における自動車騒音の限度を定める総理府令の規
定に基づく区域の区分の指定
・・自動車騒音常時監視

生活環境課
内線 147

振動規制法

・・振動を防止することにより住民の生活環境を保全する必要が
あると認める地域の指定等
・・特定建設作業の規制に関する基準に係る特に静穏の保持を必
要とする区域等の指定
・・自動車交通振動の限度に係る特に静穏の保持を必要とする区
域等の指定

悪臭防止法 悪臭物質の排出の規制地域及び規制基準の設定
墓地、埋葬等に関する
法律 墓地等の経営許可等

介護保険法
地域密着型サービス事業者の指定に係る基準のうち申請に係る
基準や施設の入所定員及び従業員等の基準並びに設備運営等に
関する基準の制定

介護福祉課
内線 171

公有地の拡大の推進に
関する法律

都市計画施設等（都市計画道路など）の区域内に所在する土地
を譲渡しようとする場合の届出（200㎡以上）及び 5,000㎡以
上の土地について公有地として買い取りを希望する場合の申し
出に関する事務

都市計画課
内線 243

●課名の変更
　市民の皆さんや転入者の皆さんに業務内容が分かりやすく、またなじみやすい課名とするため、収
納推進課を納税課とします。
　（変更後）　納税課　　　　（変更前）　収納推進課
●課の新設およびそれに伴う変更
　市民の皆さんの防災に対する意識が高まっていることから、市民協働推進課安全・安心対策室を独
立させ、交通防災課とします。
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　ごみの減量化やリサイクルに対する理解を深め
ていただくため、粗大ごみ申込者等から再利用で
きる品物を預かり、希望される方に無料で提供さ
せていただく「もったいない市」を開催します。
　まだまだ使えるものから新品のものまで多数用
意しています。ぜひ、ご家族でお越しください。
複数の希望者があった品物は、後日抽選を行い決
定します。当日、朝から来ていただいても、午後
ゆっくり来ていただいても条件は同じです。
　また、まだ新しく、使える品をお持ちの方で、
リサイクルを希望される方がいらっしゃいました
ら、生活環境課までご連絡ください。

▼日時　３月 31日㈯
　開場　10：00 ／終了　15：00

▼場所　市役所　公用車駐車場前
※雨天時は社会福祉協議会隣倉庫内で開催

▼参加・受取方法
①開場　10：00 ～
②現物確認　順番に案内
③申込　希望の品があるときは受付所で申し込む

（３品まで）
④引き渡し　申込終了後、重複しなかった品は決
定後、重複した品は抽選後に、事務局から連絡
します。※持ち帰りが困難な場合は要相談

▼抽選日　4月 7日㈯ 10：00 ～市役所大会議室

▼ 品物　たんす、食器棚、ソファー、座いす、　
テレビ台、ベビー用品等

▼対象者　市内在住または近隣市在住の方
※事業者の方はご遠慮ください

▼問合先　市役所生活環境課　内線 144

※ (　) は前月比
※平成 24年 1月 25 日現在人口 62,875 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日
当たり

ご
み

可燃 1,028.78 ｔ
（▲ 51.27 ｔ）1,018.49 ｔ

528 ｇ
（▲ 26ｇ）

不燃 282.50 ｔ
（＋ 18.36 ｔ） 219.49 ｔ 145 ｇ

（＋ 9 ｇ）

粗大 116.12 ｔ
（▲ 37.80 ｔ） 76.50 ｔ 60 ｇ

（▲ 20ｇ）

資
源
物

新聞 9.24 ｔ
（▲ 1.86 ｔ） 9.92 ｔ 5ｇ

（▲ 1 ｇ）

雑誌 63.57 ｔ
（＋ 1.66 ｔ） 62.29 ｔ 33 ｇ

（＋ 1 ｇ）
ダン
ボール

42.21 ｔ
（▲ 0.41 ｔ） 41.29 ｔ 22 ｇ

（± 0 ｇ）
古着・ 
布類

15.65 ｔ
（▲ 4.63 ｔ） 15.47 ｔ 8ｇ

（▲ 2 ｇ）

缶 10.27 ｔ
（▲ 12.53 ｔ） 17.12 ｔ 5ｇ

（▲ 7 ｇ）

ビン 26.45 ｔ
（▲ 30.23 ｔ） 45.44 ｔ 14 ｇ

（▲ 15ｇ）

　１月は先月と比較すると、粗大ごみが減少し
ました。３月開催の「もったいない市」、「リサ
イクル伝言板」などを利用し、リサイクルにご
協力ください。

市のごみ排出量・資源物回収量 １月

　施設利用者の 1年間の成果をステージ発表・
作品展示等で紹介します。
　利用者とのオセロ対局・エレクトーン演奏のほ
か、カレー・焼きそば・とん汁・大判焼き・クッ
キー・赤飯・水ヨーヨーなどの模擬店を行います
ので、ぜひ、お越しください。
　なお、当日は駐車場に限りがありますので、公
共交通機関・自転車・徒歩等でお越しください。

▼日時　３月 20日（火・祝）10:00 ～ 13:30 ※雨天開催
※ステージ発表は 10:00 ～ 11:35

▼会場・問合先　守谷市障害者福祉センター
　　　　　　　　ひこうせん（北守谷公民館隣）
　　　　　　　　☎ 45-9801

▼開催日　5月 12 日㈯・13日㈰　※小雨決行

▼時間　10：00 ～ 16：00

▼会場　守谷駅西口駅前広場

▼主催　守谷産業地域協力会、守谷市民協働連絡
　　　　協議会

▼申込・問合先
・・ステージ係　渕上　　090-2627-5247
　　　　　　　髙橋　　090-2735-2793
・・ブース係　　石澤　　090-3148-5370
・・市役所経済課　商工・観光G　内線262

守谷市障害者福祉センター
「ひこうせんまつり」

ボランティア募集ボランティア募集
こいのぼりまつり  ＭＯＣＯフェスタ2012こいのぼりまつり  ＭＯＣＯフェスタ2012

第３回もったいない市を開催！
好評につ

き
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お知らせ

市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

「
区
長
制
度
」

「
区
長
制
度
」

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
地
域
住
民
と
行
政

と
の
連
絡
調
整
役
と
し
て
、
自

治
会
・
町
内
会
か
ら
選
出
さ
れ

た
方
を
連
絡
員
（
区
長
）
と
し

て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
度
当
初
に
は
説
明
会
を

開
催
し
、
市
政
運
営
に
関
す
る

説
明
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来

年
度
の
説
明
会
は
、
４
月
21
日

㈯
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
会
・
町
内
会

と
の
業
務
委
託
契
約
に
よ
り
、

市
か
ら
次
の
業
務
を
委
託
し
て

い
ま
す
。

①
町
内
会
・
自
治
会
か
ら
市
へ

の
質
問
・
要
望
な
ど
の
取
り
ま

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
６
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
※
３
月
31
日
㈯
は
受

付
可

▼
連
絡
・
問
合
先　

平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金

☎
０
５
７
０・０
５
９・２
０
４

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

☎
03
・
５
８
６
０
・
２
７
４
８

と
め
②
文
書
等
の
配
布
、
回
覧

（
毎
月
10
・
25
日
）　

広
報
も
り

や
・
広
報
も
り
や
お
し
ら
せ
版

（
月
２
回
）
／
議
会
だ
よ
り
（
年

４
回
）
／
そ
の
他
の
文
書

③
日
本
赤
十
字
社
社
員
募
集

（
年
１
回
）
④
そ
の
ほ
か
（
地

区
内
の
調
査
な
ど
）

▼
問
合
先　

市
役
所
市
民
協
働

推
進
課　

内
線
１
３
３ 

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る

方
や
療
育
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

訪
問
歯
科
診
療
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
る
「
在
宅
歯
科
医
療
連

携
室
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

▼
業
務
内
容　

訪
問
歯
科
診
療

に
関
す
る
相
談
、
訪
問
歯
科
診

療
を
行
う
歯
科
診
療
所
の
紹

介
、
病
院
・
診
療
所
・
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
等
と
の
連
絡
調

整
、
歯
科
医
師
へ
の
在
宅
歯
科

医
療
機
器
の
貸
し
出
し
▼
受
付

日
時　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
※
祝
日
を
除
く

／
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
相
談
先　

在
宅
歯
科
医
療
連

携
室
（
県
歯
科
医
師
会
館
内
）

☎
０
２
９
・
２
１
５
・
２
１
７
６

　

０
２
９
・
２
５
３
・
１
０
７
５

　

renkeisitu@
ibasikai.or.jp

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

市
税
等
の
納
付
は
、
安
心
・

市
税
等
の
納
付
は
、
安
心
・

便
利
・
確
実
な
口
座
振
替
で
！

便
利
・
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

銀
行
な
ど
へ
出
掛
け
る
手
間

が
な
く
な
り
、「
支
払
い
を
忘

れ
た
…
」
と
い
う
こ
と
も
な
く

な
り
、
大
変
便
利
で
す
。

▼
手
続
方
法　

納
税
通
知
書
に

同
封
の
預
金
口
座
振
替
依
頼

書
・
自
動
払
込
利
用
申
込
書
、

預
金
口
座
振
替
納
付
届
兼
自
動

払
込
受
付
通
知
書
で
金
融
機
関

窓
口
に
申
し
込
む
か
、
市
税
等

口
座
振
替
依
頼
は
が
き
（
市
役

所
収
納
推
進
課
に
請
求
）
で
申

し
込
む
※
市
税
等
口
座
振
替
依

頼
書
は
、
納
期
限
の
１
か
月
前

ま
で
に
届
い
た
も
の
が
口
座
振

替
可

▼
問
合
先

市
役
所
収
納
推
進
課　

収
納
管

理
Ｇ　

内
線
２
３
２
〜
２
３
４ 

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
に
特
別
給
付
金
を
支
給

皆
さ
ん
に
特
別
給
付
金
を
支
給

　

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
皆

さ
ん
へ
の
特
別
給
付
金
請
求
受

付
は
、３
月
31
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
で
す
。

　

対
象
は
、
平
成
22
年
６
月
16

日
に
ご
存
命
で
、
日
本
国
籍
を

有
す
る
方
（
同
日
以
降
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
は
相
続
人
）で
す
。

ま
だ
、
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方

▼口座振替のできる金融機関
常陽銀行、三井住友銀行、筑
波銀行、みずほ銀行、千葉銀行、
茨城県信用組合、水戸信用金
庫、結城信用金庫、中央労働
金庫（いずれも本店・各支店）
／茨城みなみ農業協同組合（各
支店）／ゆうちょ銀行（全国）
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お知らせ・開催

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
医
療

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
医
療

機
関
検
診
は
３
月

機
関
検
診
は
３
月
3131
日
㈯
ま
で

日
㈯
ま
で

・・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
ま
た
は

　

日
中
独
居
の
方
で
、
健
康
上

の
不
安
を
有
す
る
方
等

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
社

会
福
祉
課　

内
線
１
６
２

　

市
で
行
う
子
宮
頸け

い

が
ん
・
乳

が
ん
医
療
機
関
検
診
の
受
診
期

間
は
３
月
31
日
㈯
ま
で
で
す
。

受
診
券
の
発
行
を
受
け
、
ま
だ

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
、「
子
宮
頸
が
ん
無

料
ク
ー
ポ
ン
」
ま
た
は
「
乳
が

ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
」
が
届
い
て
い

る
方
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

対
象
外
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
受
診
券
を
受
け
取
っ
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

３
月
30
日
㈮
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
▼
受
診
期
間　

３
月
31
日

㈯
ま
で
▼
個
人
負
担
金　

子
宮

頸
が
ん　

１
６
０
０
円
／
乳
が

ん　

超
音
波
検
診
（
視
触
診
併

用
）
１
６
０
０
円
／
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
（
視
触
診
併
用
）

１
６
０
０
円
／
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
（
単
独
診
）
８
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
座
談
会
を

行
い
な
が
ら
、
一
緒
に
策
定
に

取
り
組
ん
で
き
た
地
域
福
祉
計

画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
社

会
福
祉
協
議
会
策
定
）
が
で
き

あ
が
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
地
域
住
民
が

助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら

と
も
に
福
祉
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
だ
れ
も
が
幸
せ
に

な
る
た
め
の
指
針
で
す
。
皆
さ

ん
と
一
緒
に
計
画
を
推
進
す
る

た
め
の
第
一
歩
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
31
日
㈯
午
後
１

時
〜
３
時
▼
会
場　

中
央
公
民

館
※
申
込
不
要
／
託
児
あ
り

▼
問
合
先　

市
役
所
社
会
福
祉

課　

内
線
１
６
２

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

は
、
か
か
り
つ
け
医
や
持
病
な

ど
の
医
療
情
報
や
緊
急
連
絡

先
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
本

人
確
認
用
顔
写
真
な
ど
の
情
報

を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、
自
宅

の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
緊
急
時

に
備
え
る
も
の
で
す
。

　

万
一
の
際
、
か
け
つ
け
た
救

急
隊
は
、
容
器
内
の
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
で
迅
速
な
処
置
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
家
族
な
ど

に
い
ち
早
く
連
絡
で
き
ま
す
。

▼
配
布
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
者
の
み
の
世
帯

の
方

・・
マ
ル
福
制
度
に
該
当
す
る
重

度
障
が
い
者
の
方

・・
視
覚
障
が
い
ま
た
は
聴
覚
障

が
い
の
あ
る
方
で
そ
の
障
が

い
の
程
度
が
１
〜
３
級
の
方

　

市
で
は
、定
期
予
防
接
種（
Ｂ

Ｃ
Ｇ
・
三
種
混
合
・
ポ
リ
オ
・

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
日
本
脳

炎
）
の
ほ
か
、
任
意
予
防
接
種

（
子
宮
頸け

い

が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
・
お
た
ふ
く
か

ぜ
・
水す

い
と
う痘

）
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
３
月
31
日
で
助
成
終
了
の
方

・・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期

（
年
長
児　

平
成
17
年
４
月
２

日
〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生
）

・・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
３
期

（
中
学
１
年
生　

平
成
10
年

４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月

１
日
生
）

・・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
４
期
（
高

校
３
年
生　

平
成
５
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
）

・・
子
宮
頸
が
ん
（
高
校
１
年
生

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成

８
年
４
月
１
日
生
、
高
校
２

年
生　

平
成
６
年
４
月
２
日

〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
）

　

母
子
健
康
手
帳
等
を
確
認

し
、
未
接
種
の
場
合
は
、
予
防

接
種
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の

も
と
で
、
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
48
・
６
０
０
０

予
防
接
種
を

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

受
け
ま
し
ょ
う
！

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
の
安
全
・
安
心
を
確
保

開　
　

催

▲救急医療情報キット
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市
で
は
、
松
並
・
原
東
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

に
伴
い
、
当
該
地
区
の
都
市
計

画
決
定
・
変
更
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
を
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
24
日
㈯
午
前
10

時
〜
▼
会
場　

市
役
所
大
会
議

室
▼
内
容　

用
途
地
域
の
変

更
、
高
度
地
区
の
変
更
・
地
区

計
画
の
決
定

▼
問
合
先　
市
役
所
都
市
計
画
課

☎
45
・
１
９
６
３
（
直
通
）

１
時
〜
▼
会
場　

国
際
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

▼
内
容　
「
ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
雨

林
と
日
本
の
便
利
な
生
活
と
の

つ
な
が
り
」
坪つ

ぼ
う
ち内

俊と
し
の
り憲

氏
（
星せ

い

槎さ

大
学
准
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ボ
ル
ネ
オ
保
全
ト
ラ
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
理
事
長
）
▼
参
加
費　

無

料
▼
定
員　

先
着
80
人
▼
申
込

方
法　

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
国
際
交

流
協
会　
　

47
・
０
１
８
８

　

m
ifa@

fureai.or.jp

▼
日
時　

①
無
料
説
明
会　

３

月
26
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時
／

②
実
務
講
座　

３
月
29
日
㈭
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
▼
費
用

１
万
円
（
実
務
講
座
の
み
）
※

テ
キ
ス
ト
代
含
む
▼
対
象　

エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る

方
、
環
境
経
営
の
実
施
を
考
え

て
い
る
方
、
環
境
問
題
を
実
務

と
さ
れ
て
い
る
方
、
将
来
経
営

課
題
と
し
て
取
り
組
む
予
定
の

方
で
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き

る
方
▼
定
員　

各
先
着
20
人

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込

み
、後
日
、受
講
料
を
納
付
す
る

▼
会
場
・
問
合
先　

野
田
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
野
田
市

中
根
３
２
３-

３
）

☎
04
・
７
１
２
１
・
１
１
８
４

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
2121
」
活
」
活

用
に
よ
る
環
境
経
営
講
座

用
に
よ
る
環
境
経
営
講
座

日
㈯
、
６
月
１
日
㈮
・
２
日
㈯

／
１
４
０
０
１　

４
月
27
日
㈮

・
28
日
㈯
、
６
月
８
日
㈮
・
９

日
㈯
／
２
２
０
０
０　

４
月
９

日
㈪
・
10
日
㈫
の
各
２
日
間

コ
ー
ス
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
／
※
基
礎
知
識
の
あ
る
方

の
み
▼
費
用　

①
１
万
円
②

１
万
５
０
０
０
円
※
各
テ
キ
ス

ト
代
含
む
▼
定
員　

①
先
着
24

人
②
先
着
20
人
▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
、
後
日
、
受

講
料
を
納
付
す
る

▼
会
場
・
問
合
先　

野
田
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
野
田
市

中
根
３
２
３-

３
）

☎
04
・
７
１
２
１･

１
１
８
４

開　催

松
並
・
原
東
地
区

松
並
・
原
東
地
区

都
市
計
画
決
定
・
変
更

都
市
計
画
決
定
・
変
更

説
明
会

説
明
会

守
谷
市
国
際
交
流
協
会

守
谷
市
国
際
交
流
協
会

国
際
理
解
勉
強
会

国
際
理
解
勉
強
会

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
献
血

▼
日
時　

３
月
25
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
※
開
場
は
午
後

▼
日
時　

３
月
21
日
㈬
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
▼
会
場

市
役
所
大
会
議
室
▼
協
賛　

守

谷
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
㈳

竜
ケ
崎
法
人
会
守
谷
地
区
会

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
48
・
６
０
０
０

取
手
市
医
師
会

取
手
市
医
師
会

在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

家
で
の
療
養
生
活
や
在
宅
医

療
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
24
日
㈯
午
後
２

時
〜
４
時
30
分
▼
会
場　

取
手

市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
（
取
手

市
役
所
敷
地
内
）▼
演
題　
「
家

で
看み

と取
る
〜
地
域
で
支
え
る
命

の
輝
き
」
▼
参
加
費　

無
料
※

申
込
不
要
▼
主
催　

取
手
市
医

師
会
▼
後
援　

守
谷
市
、
取
手

市
、
利
根
町

▼
問
合
先

取
手
市
医
師
会　

☎
０
２
９
７

・
78
・
６
１
１
１

▼
日
時　

①
基
礎
講
座　

９
０

０
１　

３
月
30
日
㈮
、
５
月
12

日
㈯
／
１
４
０
０
１　

４
月
20

日
㈮
、
５
月
18
日
㈮
／
２
２
０

０
０　

４
月
４
日
㈬
の
各
１
日

間
コ
ー
ス
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
②
内
部
監
査
員
養
成
講
座

９
０
０
１　

４
月
６
日
㈮
・
７

Ｉ
Ｓ
Ｏ
講
座
（
９
０
０
１
・

Ｉ
Ｓ
Ｏ
講
座
（
９
０
０
１
・

１
４
０
０
１・２
２
０
０
０
）

１
４
０
０
１・２
２
０
０
０
）

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・

ニ
ー
ト
相
談

ニ
ー
ト
相
談

▼
日
時　

３
月
22
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▼
会
場　

竜
ケ

崎
保
健
所
（
龍
ケ
崎
市
２
９
８

３-

１
）
▼
内
容　

相
談
会

▼
対
象　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
、
ニ
ー
ト
で
お
悩
み
の
方

（
本
人
・
家
族
・
支
援
者
等
）

▼
参
加
費　

無
料
▼
後
援　

竜

ケ
崎
保
健
所
、
守
谷
市
社
会
福

祉
協
議
会
ほ
か

▼
主
催
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人　

人
材
開
発
研
究
所

☎
０
２
９
７
・
83
・
２
３
０
０
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詠
進
要
領　

お
題
を
読
み
込
ん

だ
自
作
未
発
表
の
短
歌
で
一
人

一
首
／
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
、
氏
名
（
本
名
）、
ふ
り

が
な
、生
年
月
日
、職
業（
元
職
）

を
書
く
／
記
載
事
項
は
全
て
毛

筆
・
縦
書
き
・
自
書
※
詳
細
は

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

（http://w
w
w
.kunaicho.

go.jp/

）
▼
注
意
事
項　

次
の

場
合
に
は
失
格
①
お
題
を
詠
み

込
ん
で
い
な
い
・
短
歌
の
定
型

で
な
い
・
用
紙
が
縦
長
②
一
人

で
２
首
以
上
詠
進
し
た
・
毛
筆

で
な
い
③
詠
進
歌
が
既
に
発
表

▼
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月

２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
／
平
成
３
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
平
成
25
年

３
月
に
大
学
卒
業
見
込
み
の

人
（
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人
）
▼
試
験
日

第
１
次
６
月
10
日
㈰
、
第
２
次

７
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭
の
う
ち

指
定
す
る
１
日
▼
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://

さ
れ
た
短
歌
と
同
一
ま
た
は
著

し
く
類
似
し
て
い
る
④
詠
進
歌

を
歌
会
始
前
に
新
聞
等
の
出
版

物
や
年
賀
状
等
で
発
表
し
た
⑤

同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の

詠
進
歌
⑥
記
載
事
項
の
記
入
漏

れ
や
詠
進
要
領
を
満
た
し
て
い

な
い
▼
詠
進
期
間　

９
月
30
日

㈰
ま
で
※
消
印
有
効

▼
郵
送
先　

〒
１
０
０-

８
１

１
１　

宮
内
庁
（
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
明
記
）
※
疑
問
が
あ

る
場
合
、
宮
内
庁
式
部
職
宛
て

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
書
き
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
を
添
え
、
９
月
20
日
㈭

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
る

募　
　

集

労
働
基
準
監
督
官

労
働
基
準
監
督
官

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
夢
っ
子
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
る
方
、

ぜ
ひ
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

子
育
て
関
連
講
座
時

の
託
児
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
お
手

伝
い
▼
場
所　

地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
▼
申
込
方
法　

所

定
の
申
込
書
を
提
出
す
る

▼
申
込
・
問
合
先　

地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
夢
っ
子

☎
45
・
２
４
６
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）
を
利
用
し
、
４
月

２
日
㈪
〜
12
日
㈭
ま
で
に
申
し

込
む
※
郵
送
・
持
参
の
場
合
は
、

受
験
申
込
書
（
労
働
局
、
労
働

基
準
監
督
署
で
取
得
）
で
４
月

２
日
㈪
・
３
日
㈫
に
申
し
込
む

▼
問
合
先　

茨
城
労
働
局

☎
０
２
９･

２
２
４・６
２
１
１

　

http://ibaraki-roudou
kyoku.jsite.m

hlw
.go.jp/

▼
お
題　
「
立
」（「
立
志
」、「
立

春
」
の
「
立
」
が
入
っ
た
熟
語
、

「
立
つ
」、「
立
ち
上
が
る
」
の

訓
読
み
の
場
合
も
可
）
▼
主
な

平
成
平
成
2525
年
歌
会
始

年
歌
会
始

　平成 24 年度（４月分～平成 25 年３月分）
の国民年金保険料（月額）は、平成 23 年度と
比較して 40円安くなります。

月額　14,980 円（年間納付額　179,760 円）

　国民年金保険料を現金で納付される方へ
　お得な前納制度をご利用ください！
　国民年金には、その年度の１年度分（４月～翌
年３月分）や６か月分（４～９月分、10月～翌
年３月分）を前もって納めると、保険料が割り引
きされる制度があります。４月上旬に日本年金機
構から送付される納付書で期限までに納付してく
ださい。また、希望する月分からも前納すること
ができます。詳細は、土浦年金事務所までお問
い合わせください。
平成 24年度の保険料割引額
○１年度分を前納する場合
　176,570 円（割引額 3,190 円）
○６か月分を前納する場合
　89,150 円（割引額 730 円）

▼問合先
　土浦年金事務所　☎ 029-824-7121
　市役所国保年金課保険年金Ｇ　内線105・106
　日本年金機構　　http://www.nenkin.go.jp/

▼日時　4月 1日㈰　10：00 ～ 15：00
　　　　※小雨決行

▼会場　守谷駅西口駅前広場

▼同時開催　第４回和太鼓フェスタ
｢日本に響け！守谷の鼓動｣
10：20　開会式
10：30　守谷きずな太鼓（守谷市）
11：00　一

はじめ

太鼓（野田市）
11：30　鼓

こ ま

舞太鼓（龍ケ崎市）
12：00　坂東太鼓の会（取手市）
12：30　夢　ひびき（石岡市）
13：00　和太鼓　友

ゆう

（守谷市）
13：30　若

わかはや

囃太鼓会（筑西市）
14：00　佐倉太鼓衆（佐倉市）
14：30　古河和太鼓保存会（古河市）
15：00　常

ひ た ち の く に

陸乃国ふるさと太鼓会（つくば市）
※時間は多少ずれることがあり／雨天中止

▼問合先　ふるさ都市もりや朝市担当
　石澤　　090-3148-5370
　市役所経済課　商工・観光G　内線 262

平成24年度の国民年金保険料額

ふるさ都市もりや朝市

お知らせ

お知らせ・募集
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4 月の子育てカレンダー4月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
1

2 3
夢 の・ほ

4
夢 の・ほ・お

5
夢 ほ・お・ま

6
夢 の・ほ 12時～
　 ・低ほ

7 8

9
夢 の・ほ

10 予 子育てサークル支援
夢 の・ほ

11
夢 の・ほ・お

12
夢 ほ・お・ま

13
夢 の 12時～・ほ
　 ・低の

14 15

16 保 育児健康相談会
夢 の・ほ

17
夢 の・ほ・み

18
夢 の・ほ・み・お

19
夢 ほ・み・お・ま

20
夢 の・ほ 12時～・み
　 ・低ほ

21 22

23
夢 の・ほ・北
ね 親子活動 0～ 3歳★

24 予 広場 5月分
　（夢っ子・ねっこ）
夢 の・ほ・み

25
夢 の・ほ・み・お
（全広場 12時まで）

26
夢 ほ・み・お・ま

27
夢 の・ほ・み 12時～
　 ・低み

28 29

昭和の日
30
振替休日

予　予約開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）

ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）　　保　保健センター（☎ 48-6000）

　親子活動　9:30 ～　★要予約

夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30

　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00

　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00

　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00

　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00

　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）　10:00 ～ 12:00

　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕

　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで

○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00

　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4

○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00

　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談 … 南守谷児童センター　10：00 ～ 12：00　3月 22 日㈭、4月 13 日㈮・26日㈭
■育児相談　※メール相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

※４月の広場予約は、３月 23日㈮から受付開始

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 10:00 ～ 15:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
）

子子育育てて支支
援援

情情 報報
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も
う
三
月
、
春
も
す
ぐ
そ
こ

で
す
ね
。
ベ
ル
リ
ン
近
郊
の
シ

ュ
プ
レ
ー
ヴ
ァ
ル
ド
と
い
う
所

が
も
う
す
ぐ
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
シ
ュ
プ
レ
ー
ヴ
ァ

ル
ド
の
シ
ュ
プ
レ
ー
と
は
川
の

名
前
で
、「
ヴ
ァ
ル
ド
」
と
は

「
森
」を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

シ
ュ
プ
レ
ー
の
森
を
指
し
ま
す
。

シ
ュ
プ
レ
ー
の
森
は
ベ
ル
リ
ン

か
ら
１
０
０
㎞
南
方
に
あ
る
近

郊
の
観
光
地
で
す
。

　

シ
ュ
プ
レ
ー
川
の
源
流
は
東

ド
イ
ツ
南
部
に
あ
り
、
シ
ュ
プ

レ
ー
の
森
が
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
州
の
南
部
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
自
然
に
分
流
さ
れ
た
水
路

に
加
え
、
数
百
年
前
に
人
工
で

も
掘
ら
れ
た
た
め
、
全
長
１
０

０
０
㎞
に
も
及
ぶ
網
状
の
水
路

迷
宮
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ュ
プ

レ
ー
の
森
は
ユ
ネ
ス
コ
で
生
物

生
息
圏
保
護
区
と
し
て
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
。「
森
」
と
い
う
よ

り
も
「
湖
水
」
の
イ
メ
ー
ジ
の

観
光
地
で
あ
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ

も
自
転
車
も
カ
ヌ
ー
も
楽
し
め

ま
す
。
こ
こ
で
最
も
有
名
な
の

が
、
の
ん
び
り
と
し
た
２
〜
３

時
間
の
手
漕
ぎ
船
で
の
船
旅
で

す
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
に
と
っ

て
観
光
地
だ
け
で
は
な
く
、
洪

水
を
防
ぐ
役
目
も
果
た
し
て
い

ま
す
。
大
雪
が
降
っ
た
冬
の
後

の
ベ
ル
リ
ン
は
、
東
ド
イ
ツ
南

部
の
雪
解
け
を
心
配
し
な
い
で

済
み
ま
す
。

　

観
光
客
と
し
て
シ
ュ
プ
レ
ー

の
森
に
行
く
と
、
少
し
外
国
を

旅
行
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
り
ま
す
。
看
板
等
は
ド
イ
ツ

語
だ
け
で
な
く
、
ソ
ル
ブ
語
で

も
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
な
ぜ

な
ら
シ
ュ
プ
レ
ー
の
森
と
そ
の

周
辺
に
住
ん
で
い
る
多
く
の
人

が
ソ
ル
ブ
民
族
だ
か
ら
で
す
。

ソ
ル
ブ
民
族
は
ス
ラ
ブ
の
一
つ

の
民
族
で
、
普
通
の
ド
イ
ツ
人

は
ソ
ル
ブ
語
が
全
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
私
は
発
音
や
文
字
が
な

ん
と
な
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
似

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ソ

ル
ブ
民
族
に
は
独
自
の
伝
統
服

と
習
慣
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
春
に
行
わ
れ
る
キ
リ
ス

ト
教
の
復
活
祭
で
は
、
女
性
が

伝
統
的
な
大
き
な
帽
子
を
か
ぶ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
民
族
衣

装
を
着
て
騎
乗
や
芸
術
的
な
卵

の
彩
色
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
シ
ュ
プ
レ
ー
の
森
で

は
彩
色
さ
れ
た
卵
よ
り
、
最
も

有
名
な
特
産
品
は
ピ
ク
ル
ス
で

す
。
ド
イ
ツ
全
土
に
出
荷
さ
れ

る
の
で
ど
こ
で
も
食
べ
ら
れ
ま

す
が
、
本
物
を
本
場
で
、
つ
ま

り
の
ん
び
り
船
に
乗
り
な
が
ら

食
べ
る
方
が
格
段
に
お
い
し
い

気
が
し
ま
す
（
笑
）。

　

守
谷
の
皆
さ
ん
、
シ
ュ
プ
レ

ー
ヴ
ァ
ル
ド
に
行
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？　

お
い
し
い
ピ
ク
ル
ス

を
頬
ば
り
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
ド
イ
ツ
の
自
然
を

感
じ
れ
ば
、
私
の
春
の
懐
か
し

さ
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

う
当
た
り
前
の
こ
と
を
「
や
ら

な
い
・
や
ら
せ
な
い
」
で
来
た

結
果
が
こ
れ
で
は
困
り
ま
す
ね
。

　

考
え
て
み
た
ら
年
齢
順
に
黄よ

泉み

の
国
に
行
く
と
は
限
り
ま
せ

ん
か
ら
、
人
生
を
共
に
す
る
伴

侶
に
は
、
家
事･

育
児
・
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の

中
に
、
男
性
に
と
っ
て
の
男
女

共
同
参
画
の
具
体
的
施
策
に

「
食
育
の
推
進｣

と
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
男
性
の
生
活
・
自
活

能
力
を
高
め
、
健
全
な
食
生
活

を
実
現
す
る
た
め
、「
食
」
に

関
す
る
知
識
や
「
食
」
を
選
択

す
る
力
の
習
得
に
役
立
つ
情
報

を
提
供
す
る
等
、
食
育
を
推
進

す
る
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
今

の
時
代
に
生
き
て
い
た
ら
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
困
ら
せ
る
人
に

は
な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

○
こ
の
コ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
は
、
左
記
ま
で

メ
ー
ル
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

kyoudou@
city.m

oriya.

　

ibaraki.jp
ち
ょ
っ
と
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
れ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
！
）

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

あ
る
病
室
で
の
こ
と
…
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
歳と

し

の
頃
な
ら
90

歳
近
い
で
し
ょ
う
か
？　

き
っ

と
家
庭
内
の
仕
事
や
畑
仕
事
も

や
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

手
の
甲
に
た
く
さ
ん
の
シ
ミ
が

で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
入
院
し
て
か
ら
毎
日
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
見
舞
い（
？
）

に
や
っ
て
来
ま
す
。
そ
れ
も
夕

方
に
な
る
と
で
す
。
そ
う
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
病
院
食
を
夕

食
の
当
て
に
し
て
来
て
い
る
の

で
す
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！　
そ

れ
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
〜
」

と
、
職
員
に
声
を
掛
け
ら
れ
ま

す
が
、
一
向
に
構
わ
ず
食
べ
る

の
で
す
。
傍
ら
で
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
苦
笑
い
し
て
見
て
い
ま
す
。

　

お
か
し
な
光
景
で
す
が
、
食

事
の
用
意
を
し
た
こ
と
が
な
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
入
院
は
ご
飯
を

作
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

今
の
時
代
に
は
、
一
人
で
食
事

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
と
い

国際交流員国際交流員ヨークさんのヨークさんの

シュプレーの森シュプレーの森
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http://www.moriya-cac.org/

　地域と子どもたちがつながりを持
ち、子どもたち自身に地域の安全を考
える意識付けと少年の非行を防止する
ため、「地域の輪～助け合い～」をテー
マに小学５年生に募集したところ、た
くさんの作品が集まりました。市内児
童の全作品（受賞作品掲示、その他は
冊子）をセンターで展示していますの
で、ぜひ、ご家族でご来館ください。
　展示期間：５月中旬まで

　国際書体検定協会では、日中国交回復 40 周年を記念し、
漢字をキーワードに ｢漢字で　つながる　ひろがる　新しい
未来」と題して、さまざまなはがき作品の募集を始めました。
　市民活動支援センターではこの活動に共鳴し、親墨会・小

こ

松
まつばら

原筑
ち く ほ

穂先生の協力のもと、絵手紙作品づくり教室を開催し
ます。春休みの時期でもあり、子どもから大人まで大勢の皆
さんの参加をお待ちしています。
　作品は、中国蘇州美術館と長野県栄村国際絵手紙タイムカ
プセル館で展示します。また、未来郵便として３年後 (2015
年 9月 29 日返送）に希望の場所にお届け
することもできます。
※詳細はセンターのホームページ参照

▼会　　場　市民活動支援センター　会議室

▼申込方法　３月 22日㈭までに市民活動支援センターで配布している各団体の申込用紙に記入し、セ
ンター内の各団体メールボックスに投

とう か ん

函してください

▼定　　員　各９人　※超過の場合、後日各団体から連絡

▼パソコン　講習会場設置のノートパソコンのＯＳはウインドウズXPです
ご自分のノートパソコンの持ち込みを希望される方はご連絡ください

▼受　講　料　月 1,000 円
※講習会日程は、センターのホームページを参照

▲

日　　時　３月 23日㈮ 10:00 ～ 12:00▲

会　　場　市民活動支援センター　会議室▲

持　ち　物　はがき・ 筆記用具
　　　　　　（絵の具、墨、筆、色鉛筆、クレヨン等）▲

申込方法　３月 22 日㈭ 15:00 までに、市民活動支援セ
ンターに電話・FAX・電子メールで申し込む

文字もじ交流展文字もじ交流展
絵手紙作品づくり教室参加者募集絵手紙作品づくり教室参加者募集

平成23年度取手地区
セーフティ・マイ・タウンチーム

地域安全標語作品展

団体名／期間 対象者 開催曜日／時間 備　　　考 問合先

パソボラ・守谷
４月～９月
（半年）

初心者
（多数のサポーター
が懇切丁寧に支援）

第１・２日曜日
13:00 ～ 15:00 XP、Offi  ce2003 大川

☎ 48-7175第１・２日曜日
15:15 ～ 17:15

Vista/7、Offi  ce2007/10
ノートパソコン持込のみ

IT サポート守谷
４月～３月
（１年間）

入門 毎月原則２回・水曜日
15:45 ～ 17:45 初めての方

市村
☎ 45-3877初級

～

中級

① 第１・２日曜日
10:30 ～ 12:30

文字が打てる方
重複受講可② 毎月原則２回・水曜日

10:30 ～ 12:30

③ 毎月原則２回・水曜日
13:30 ～ 15:30

パ ソ コ ン 講 習 会 開 催 案 内

届け
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物
体
に
力
が
加
わ
っ
て
、
ね

じ
れ
た
状
態
を
「
ス
ト
レ
ス
」。

こ
の
加
わ
る
力
を
「
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
」
と
呼
び
ま
す
が
、
一
般

的
に
「
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
」
の
こ

と
も
含
め
て
「
ス
ト
レ
ス
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
異

物
（
食
べ
物
）
を
同
化
（
消
化
）

し
た
り
、環
境
と
い
う
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
に
順
応
（
温
度
調
節
な
ど
）

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ッ
サ
ー
が
ゼ
ロ
の
状
態
と

い
う
の
は
死
ん
だ
状
態
以
外
あ

り
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
人
の
「
解
消
能
力
」
よ

り
も
「
刺
激
・
変
化
の
量
」
が

多
過
ぎ
る
と
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
過

剰
と
な
り
、
ま
た
「
刺
激
・
変

化
の
量
」
が
多
く
て
も
「
解
消

能
力
」
が
大
き
い
人
は
耐
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

良
い
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
で
も
、

程
度
を
超
す
と
多
過
ぎ
て
も
少

な
過
ぎ
て
も
問
題
に
な
り
ま
す

（
例
）
食
事　

食
べ
過
ぎ
、
空

腹
／
愛
情　

過
保
護
、
放
置
。

　

ど
ん
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
強

く
感
じ
る
か
は
個
人
差
が
大
き

く
、昇
進
等
の
良
い
こ
と
も
「
過

大
な
期
待
」
と
感
じ
て
、
う
つ

病
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
激
に
深
く
悲
し
み
、

感
情
表
現
を
し
た
方
が
回
復
も

早
く
、
逆
に
悲
嘆
反
応
が
抑
え

ら
れ
て
緩
慢
に
な
る
と
、
回
復

も
遅
く
な
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

し
っ
か
り
悲
し
む
こ
と
で
、
悲

嘆
を
食
べ
物
の
よ
う
に
「
消
化
」

で
き
、「
過
去
の
経
験
」
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
に
は
、

睡
眠
を
十
分
に
と
る
、
気
分
転

換
を
図
る
（
趣
味
等
）、
ゆ
っ

く
り
と
落
ち
着
く
時
間
を
持
つ

（
バ
カ
ン
ス
・
休
日
）、
呼
吸
を

深
く
す
る
、
体
の
緊
張
を
と
る

（
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ
・
サ
ウ
ナ
）、

自
分
の
感
情
・
感
覚
を
避
け
な

い
で
十
分
に
感
じ
る
、
感
情
を

話
す
こ
と
で
発
散
す
る
、
可
能

な
ら
ば
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す

る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
有
効

で
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）
に
簡
易
な
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
、
相
談
窓
口
な

ど
を
掲
載

ヘ
ル
シ
ー
保
健
師
だ
よ
り

vol.vol.
5757
vol.vol.
5757

ス
ト
レ
ス
と
ス
ト
レ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク

所
で
ど
の
よ
う
に
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
て
き
た
の
か
な
ど
、
皆
さ
ん

の
疑
問
に
お
答
え
す
る
た
め
、

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
迎

え
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
「
ベ
ル
リ
ン

の
い
ま
の
ア
ー
ト
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
」
と
題
し
、ド
イ
ツ
・

ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
動
す
る

サ
ウ
ン
ド
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
森も

り
も
と本

誠せ
い
じ士

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
も
開

催
し
ま
す
。

◎
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
ス

ク
ー
ル
説
明
会　

▼
日
時　

３
月
30
日
㈮
午
後
３

時
〜
４
時
▼
会
場　

O
urs M

O
RIYA

※
予
約
不
要
／
無
料

◎
ベ
ル
リ
ン
の
い
ま
の
ア
ー
ト

と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち　

▼
日
時　

３
月
30
日
㈮
午
後
７

時
〜
９
時
▼
会
場　

O
urs M

O
RIYA

※
予
約
不
要
／
無
料

◎
い
つ
も
の
ア
ー
カ
ス

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
稲い

な
が
き垣

立た
つ
お男

さ

ん
の
「
お
や
こ
で
楽
し
む
ア
ー

ト
２
０
１
１
」

▼
日
時　

３
月
24
日
㈯
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
▼
会
場

も
り
や
学
び
の
里
※
予
約
者
優

先
（
予
約
は
日
・
月
曜
日
を
除

く
）
参
加
費
（
材
料
費
）
は
子

ど
も
一
人
３
０
０
円

◎O

ア
ワ
ー
ズ

urs M

も

り

や

O
R
IYA

に
出
張

　

２
月
か
ら
ア
ー
カ
ス
が
守
谷

駅
前
の「O

urs M
O
RIYA

」の
１

階
空
き
店
舗
に
出
張
し
イ
ベ
ン

ト
を
隔
週
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

「Ours M
ORIYA

」と「ARCUS

」。

「ARCU
S H

＊our

＝
ア
ー
カ

ス
の
時
間
」
の
始
ま
り
で
す
。

２・３
月
は
、
震
災
を
機
に
実
験

的
に
始
ま
っ
た
「
ア
ー
カ
ス
ラ

ジ
オ
」
のO

urs M
O
RIYA

サ

テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
で
、
守
谷

で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
、「
い
ま
を
表
現
す
る
青

年
団
ト
ー
ク
！
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
い
ま
を
表
現
す
る
青
年
団

ト
ー
ク
！
（
Ｆ
Ｍ
88
・
0
Ｍ
㎐
）

▼
日
時　

３
月
24
日
㈯
午
後
５

時
〜
６
時
※
予
約
不
要
／
無
料

◎
転
校
生
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　

ア
ー
カ
ス
が
も
り
や
学
び
の

里
以
外
の
場
所
で
活
動
す
る

こ
と
を
「
ど
こ
で
も
ア
ー
カ

ス
！
」
と
呼
び
、
昨
年
度
か
ら

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

特
に
子
ど
も
た
ち
と
ア
ー
ト
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
出
会
い
を

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
度

か
ら
は
、
市
内
小
・
中
学
校
に

ス
タ
ジ
オ
（
ア
ト
リ
エ
）
を
２

週
間
だ
け
設
置
し
ま
す
。
記
念

す
べ
き
第
一
校
目
は
郷
州
小
学

校
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

子
ど
も
た
ち
の
い
る
学
校
に
レ

ジ
デ
ン
ス
す
る
こ
と
に
な
り
、

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
み
に
始

ま
り
を
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

企
画
は
関
東
圏
で
は
初
め
て
の

試
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
別
の
場

●問合先　アーカススタジオ
　☎ 46－2600（10:00 ～ 18:00）

もりや学びの里での
アーカスの日常

◎最新情報はウェブで !!
アーカスの活動に関する最新情報は、
ホームページ等をご覧ください。
・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・BLOG（ブログ）
　http://arcus4u.exblog.jp/
・TWITTER（ツイッター）
　http://www.twitter.com/arcusproject/

ARCUS Artist in Residence-IBARAKI

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０
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　４月１日㈰から中央、郷州、高野、北守谷の４公
民館が指定管理者による運営になります。公民館の
運営を市が指定した民間事業者に委ねるもので、民
間のノウハウを生かした運営によりサービスの向上
が期待されます。利用手続き、また諸証明発行も、
これまでどおり行います。
　なお、中央公民館は、耐震改修および増築工事に
伴い、４月１日㈰から９月 30 日㈰まで全館休館と
なります。ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願
いします。
○休館日　毎月第２水曜日、12月 29 日～翌１月３

日まで
○運　営　指定管理者（アクティオ・守谷市シルバー

人材センター共同事業体）

　

春
は
躍
動
の
季
節
で
す
。
生

き
生
き
と
し
た
野
辺
の
花
や
野

鳥
な
ど
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

４
月
７
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午
※
雨
天
中
止
▼
集
合

場
所　

北
園
森
林
公
園
駐
車
場

▼
観
察
場
所　

同
地
方
面
▼
内

容　

春
の
植
物
、
昆
虫
、
野
鳥

観
察
▼
指
導
者　

五ご

き

た
木
田
悦え

つ
ろ
う郎

氏（
元
守
谷
自
然
調
査
会
団
長
）

ほ
か
▼
持
参
品　

筆
記
用
具

（
双
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
、
図
鑑
等

も
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習

課　
生
涯
学
習
Ｇ　
内
線
２
７
９

▼
日
時　

４
月
〜
（
毎
週
水
曜

日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
活
動
内
容　

楽
し
く
テ
ニ
ス

を
実
践
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
す
▼
対
象　

初
心
者
〜
中
級

者
▼
定
員　

24
人
程
度
▼
会
場

常
総
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
指
導
者　

日
本
体
育
協
会
公

認
テ
ニ
ス
上
級
指
導
員
ほ
か

▼
参
加
費　

月
額
２
０
０
０
円

（
別
途
、
ク
ラ
ブ
入
会
金
・
年
会

費
・
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入

代
）
※
体
験
参
加
も
可
▼
申
込

方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
入

会
の
お
問
い
合
わ
せ
」
フ
ォ
ー

ム
に
記
載
の
上
送
付
ま
た
は
電

話
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

守
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

http://npo.m
oriya-fam

i
lyclib.com

/　

０
８
０
・
５

５
２
３
・
６
８
６
８　

npo.
m
oriya.fam

ily-club@
ezw
eb.ne.jp

◎
松し

ょ
う
て
ん篆
研
究
会

▼
内
容　

印
づ
く
り
（
氏
名

印
・
雅
号
印
・
年
賀
状
印
な
ど
）

▼
日
時　

４
月
14
日
㈯
、
５
月

12
日
㈯
、
７
月
14
日
㈯
、
８
月

11
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

０
時
30
分
（
全
４
回
）
▼
参
加

費　

５
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
募
集
人
数　

５
人
▼
申
込
方

法　

４
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

貝
塚　

☎
０
２
９
７
・
78
・
８

１
５
１

◎
守
谷
ひ
ょ
う
た
ん
連

申
込
不
要
・
参
加
費
無
料

▼
内
容　

健
康
体
操
を
兼
ね
た

基
本
的
な
阿
波
踊
り
▼
日
時

４
月
８
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

▼
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

▼
問
合
先

石
橋　

☎
48
・
１
３
３
６

◎
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

サ
ー
ク
ル
合
同
（
花
ご
よ
み
・

雪
組･

月
組
）

▼
内
容　
「
母
の
日
」
の
贈
り

物
と
春
の
リ
ー
ス
作
り
※
実
施

日
の
１
回
で
作
成
▼
日
時　

４

月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
・
17
日
㈫
、

５
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮
午
前
10

時
〜
正
午
／
４
月
18
日
㈬
午
後

６
時
〜
９
時
▼
参
加
費　

材
料

代
（
実
費
負
担
）
▼
募
集
人
数

各
日
先
着
５
人
▼
持
参
品　

は

さ
み
・
延
長
コ
ー
ド

▼
申
込
・
問
合
先

中
村　

０
９
０
・７
８
３
４
・

１
４
４
０　

野
口　

０
７
０

・
６
６
３
２
・
２
５
８
２

◎
美
容
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

参
加
費
無
料

▼
内
容　

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
通

し
た
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

▼
日
時　

４
月
２
日
㈪
午
前
10

時
〜
正
午
▼
募
集
人
数　

先
着

５
人
▼
持
参
品　

上
履
き
、
マ

ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

▼
申
込
・
問
合
先

五
木
田　

☎
48
・
６
４
１
６

◎
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

参
加
費
無
料

▼
内
容　

基
本
的
な
動
き
を
学

ぶ
▼
日
時　

４
月
４
日
〜
６
月

20
日
の
第
１
・
３
水
曜
日
午
後

５
時
〜
７
時
▼
募
集
人
数　

先

着
10
人
▼
服
装　

運
動
の
で
き

る
服
装

▼
申
込
・
問
合
先

柏
原　

☎
38
・
４
０
５
２

◎
ス
キ
ス
キ
ベ
イ
ビ
ー

参
加
費
無
料

▼
内
容　

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
、
産
後

ヨ
ガ
▼
日
時　

４
月
９
日
〜
７

月
25
日
の
第
２
月
曜
日
お
よ
び

第
４
水
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
▼
募
集
人
数　

先
着
10
人

▼
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

▼
申
込
・
問
合
先

宮
下　

０
９
０
・
６
０
３
１
・

４
６
３
７

春
の
自
然
観
察
会

春
の
自
然
観
察
会

  

申
込
不
要

申
込
不
要

北
守
谷
公
民
館
「
ふ
れ
あ
い

北
守
谷
公
民
館
「
ふ
れ
あ
い

体
験
教
室
」

体
験
教
室
」  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

高
野
公
民
館
「
ふ
れ
あ
い
体

高
野
公
民
館
「
ふ
れ
あ
い
体

験
教
室
」

験
教
室
」  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

守
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

守
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

テ
ニ
ス
教
室
・
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

テ
ニ
ス
教
室
・
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

公民館の運営が
指定管理者に変わります！
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被ひ
さ
い
ち

災
地
の
泥で

い
し
ゃ沙

の
乾か

わ

き
冬ふ

ゆ

ざ
れ
ぬ

中
村　

信
一

銭せ
ん
と
う湯

の
不ふ

き
ょ
う況

を
浮う

か
す
柚ゆ

ず子
の
数か

ず

福
田
一
六
四

手て

の
ひ
ら
の
幸し

あ
わ

せ
う
れ
し
年と

し

の
暮く

れ

福
永　

滋
子

濃こ

く
咲さ

い
て
群む

れ
を
離は

な

れ
て
帰か

え

り
花は

な

古
谷
美
智
子

ク
リ
ス
マ
ス
街ま

ち

を
流な

が

れ
る
ダ
イ
オ
ー
ド

古
谷　

幸
子

賀が
じ
ょ
う状

書か

く
昭し

ょ
う
わ和

の
縁え

に
し

偲し
の

び
つ
つ

堀
内　
　

昭

時し

ぐ雨
る
る
や
昼ひ

る

を
灯と

も

し
て
小こ

あ
き
な
い商

松
浦
ゆ
き
江

マ
ス
ク
す
る
女じ

ょ
い医

の
素す

が
お顔

を
ま
だ
知し

ら
ず

松
本　

住
江

濁に
ご

れ
る
も
澄す

み
し
も
凍こ

お

る
水み

ず

た
ま
り

村
上
由
利
子

歳さ
い
げ
つ月

に
屈く

っ
せ
つ折

の
あ
り
蓮は

す

枯か

る
る

諸
藤
留
美
子

ゆ
る
ゆ
る
と
老お

い
て
小こ

は
る春

の
観か

ん
ら
ん
し
ゃ

覧
車

安
田　

政
子

不ふ
つ
ご
う

都
合
が
日に

ち
じ
ょ
う常

に
な
る
枯か

れ
お
ば
な

尾
花

山
田
美
枝
子

雑ぞ
う
す
い炊

の
湯ゆ

げ気
に
昭し

ょ
う
わ和

と
い
う
時じ

だ
い代

吉
田　

和
司

ゆ
く
年と

し

や
い
た
わ
り
合あ

ふ
事こ

と

増ふ

え
て
い
き

飯
田
万
里
子

妻つ
ま

の
座ざ

は
道ど

う
け化

の
如ご

と

し
去こ

ぞ年
今こ

と
し年

飯
沼　

信
子

行ゆ

く
年と

し

や
我わ

が
七な

な
そ
じ

十
路
の
迷ま

い
ご
ふ
だ

子
札

井
田　

春
江

年と
し

の
瀬せ

や
談だ

ん
し志

偲し
の

ん
で
一ひ

と
り
ざ
け

人
酒

市
原　

直
文

風か

ぜ邪
の
子こ

を
あ
ず
か
り
風か

ぜ邪
を
も
ら
い
け
り

内
田
百
合
子

や
が
て
地ち

に
還か

え

る
静し

ず

け
さ
落お

ち
ば葉

散ち

る

江
澤　

純
子

寒か
ん
り
ん林

の
肌は

だ

刺さ

す
ほ
ど
の
静し

ず

か
か
な

岡
本　

通
子

（
一
月
例
会
）

「市内各公民館ホール等を活用してのコンサート等大規模事業」

　生涯学習団体等が、市民を対象としたコンサート等の大きな催し物を公民館ホール等で開催したい
場合、年１回に限り施設使用料が免除される制度があるのをご存知でしょうか。

▼申請期間　対象事業開催日の６か月前から１か月前まで（中央公民館ホールは９か月前から）

▼対象施設　・・中央公民館ホール（ただし、今年４月１日から９月 30日までは耐震改修および増築工
事のため使用できません）

※ 10月１日以降の受付は、使用したい日の９か月前から受付可能
　　　　　　・・郷州公民館集会室
　　　　　　・・高野公民館多目的ホール
　　　　　　・・北守谷公民館多目的ホール

※控室として１部屋含む（中央公民館はホール控室全室使用可能）

▼対象団体　①市内公民館、もりや学びの里、東板戸井集会所等公共施設等で活動している生涯学習
団体

②公益法人、社団法人、ＮＰＯ法人などの非営利団体
③その他教育、文化の振興に寄与すると教育長が特に認めたもの

▼対象事業　①上記対象団体が主催し、市民を対象としたコンサート・舞踊・映画会・講演会等で、
その内容が文化的または教育的なもので、目的の達成上有効であると判断されるもの

②入場料無料もしくは必要経費内（ただし、上限 1,000 円程度）であるもの

▼使用料の免除
①開催日当日およびリハーサル１回の使用料を免除
②中央公民館に限り、開催日当日の冷暖房費
※実施回数は１団体につき年１回限り

▼問合先　　市役所生涯学習課　公民館Ｇ　内線 279
中央公民館　　☎ 48-6731（４月１日以降の工事期間中は北守谷公民館へ）
郷州公民館　　☎ 48-6711
高野公民館　　☎ 45-5411
北守谷公民館　☎ 47-0111
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　館内検索機やホームページでも、検索の対象外となります。
●予約資料を中央公民館図書室で受け取ることはできません
　すでにお受けしている予約で、受け取り館を中央公民館を指定されて
いるものについては、中央図書館に変更させていただきます。ほかの
館を希望する場合は、中央図書館までご連絡ください。
●中央公民館のブックポストは撤去します
　休館中はほかの場所に設置しているブックポストをご利用ください。
なお、ブックポストは、中央図書館のほか、郷州・高野・北守谷の各
公民館図書室、文化会館、保健センターにも設置しています。
上記の内容は、変更になる場合がありますので、詳しくは中央図書館ま
でお問い合わせください。

としょかんへいこう！

◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/ https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

３月の児童テーマ『ね　む　る』

パソコン 携帯電話

休　館　日　　毎週月曜日、３月 30日㈮
　　　　　　4月 11日㈬は各公民館図書室のみ休室　4月 27 日㈮は中央図書館のみ休館

4 月から公民館図書室の休室日が一部変更となります。詳しくは、館内の掲示等をご覧ください。

開館時間　　中央図書館　　　10：00～ 18：00　※木曜日は、13：00～ 18：00
　　　　　　各公民館図書室　 9：30～ 16：30

3･4 月3･4 月

　中央公民館は、4月 1日から 9月 30 日まで、耐震改修および増築工事のため、休館となります。こ
の工事に伴い、図書室も利用できなくなります。休館中の資料の取り扱い等は、下記のとおりです。
　皆さんには大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。また、休館中は、中央
図書館、郷州・高野・北守谷の各公民館図書室をご利用くださいますようお願いします。

●中央公民館図書室に所蔵している資料は、貸出中の資料など一部を除き利用できません

▲

日時　3 月 10 日㈯・21 日㈬、4 月 3 日㈫
　　　　11:00 ～／ 3月 25 日㈰　14:00 ～▲

会場　中央図書館　１階　おはなしのへや
「おひざでだっこおはなし会（赤ちゃん向け）」▲

日時　3月 23 日㈮　11:00 ～▲

会場　中央図書館　3階　視聴覚室

引っ越しをする方へ引っ越しをする方へ

中央公民館休館に伴う図書室利用中止（４月１日～９月30日）中央公民館休館に伴う図書室利用中止（４月１日～９月30日）

おはなし会においでよ！おはなし会においでよ！

中央公民館休館中の資料の取り扱い

★おはなし会は中央公民館でも実施中★
3月13日㈫15：00～　おはなししゃぼんだま
○ 4～ 9月の中央公民館休館期間中は、保健
センターで開催
4月 2日㈪ 15：00～　保健センター

　３月は引っ越しの季節。住所が変わった方は、
利用カードと新しい住所が確認できるものをお持
ちの上、変更届を提出してください。
　なお、図書館の利用カードを作ることができる
のは、市内に在住・在勤・在学している方です。
転居や転職・卒業などの理由で利用資格がなく
なった場合は、利用カードの
返却をお願いします。
　また、資料の返し忘れにも
ご注意ください。
　詳しくは、中央図書館まで
お尋ねください。





広報もりや 2012.3.10 2222

◆
第
17
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

男
子
駅
伝
競
走
大
会　

２
区

◆
第
38
回
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
大
会　
３
０
０
０
ｍ
の
部

◆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
１

◆
平
成
23
年
度
全
日
本
卓
球
選

手
権
大
会　

カ
デ
ッ
ト
の
部

◆
第
49
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー

大
会　

男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
第
51
回
全
国
中
学
校
水
泳
競

技
大
会　

男
子
50
ｍ
自
由
形

◆
水
泳
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー・

４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

◆
第
20
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
１

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

◆
第
23
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

◆
第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ

ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

市
内
の
小
・
中
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
中
で
す
。
日
々

練
習
を
重
ね
、
全
国
大
会
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
茨
城

代
表
の
栄
誉
を
勝
ち
取
っ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
第
７
回
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

◆
東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支
援

　

第
43
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

森
もりた

田歩
ほまれ

希さん
（御所ケ丘中３）

（御所ケ丘中３）

（御所ケ丘中３） （けやき台中３）

長
おさだ

田尚
なおゆき

之さん
（愛宕中２）

櫻
さくらば

庭魁
かいよう

燿さん
（けやき台中２）

豊
とよた

田樹
たつお

央さん
（けやき台中３）

小
おのでら

野寺千
ちひろ

広さん
（けやき台中３）

富と
み
ざ
わ澤
拓た
く
や也
さ
ん

松ま
つ
し
ま島

悠ゆ
う
す
け介

さ
ん

佐さ
と
う藤
勇ゆ
う
き希
さ
ん

武む
と
う藤
俊し
ゅ
んさ
ん

砂す
な
か
わ川
舞ま
い
こ子
さ
ん

市い
ち
か
わ川
千ち
ひ
ろ裕
さ
ん

又ま
た
ら
い来
成な
る
み美
さ
ん

森も
り
し
た下

和か
ず
は葉

さ
ん

飯い
い
た田
智ち
ほ帆
さ
ん

長な
が
の野
美み
さ
き
沙
希
さ
ん

宮み
や
か
わ川
瑞み
ず
き樹
さ
ん

青
あおやぎ

柳雄
ゆうたろう

太郎さん
（守谷中２）

青
あおすが

菅芙
ふ た ば

汰巴さん
（守谷中２）

菊
きくち

池玲
れいな

那さん　　竹
たけや

谷美
み き

樹さん
宮
みやもと

本うみさん　　秋
あきこし

腰麻
ま ほ

帆さん
佐
さとう

藤七
ななみ

海さん　　赤
あかさか

坂朋
ともみ

美さん
地
じびき

引加
かすみ

純さん　　山
やまぐち

口楓
ふう

さん
種
たねいち

市碧
あおい

さん　　　杉
すぎもと

本叶
かな

さん
竹
たけうち

内智
ち か

香さん　　根
ねもと

本明
あ す か

日華さん
相
あいざわ

澤菜
なつき

月さん　　田
たなか

中虹
にじほ

歩さん
野
の み や ま

見山澪
れいか

香さん　松
まつうら

浦雛
ひなこ

子さん
大
おおば

葉わか菜
な

さん　佐
さ さ

々美
み な こ

菜子さん
倉
くらもち

持佳
か な え

奈枝さん　深
ふかの

野芽
めいか

花さん
（けやき台中女子ハンドボール部）※順不同

松
まつもと

本璃
り な

奈さん　　小
こばやし

林遥
はるか

佳さん
織
お だ

田愛
あいり

梨さん　　田
たむら

村歩
あゆみ

さん
松
まつもと

本恵
え り な

里奈さん　渡
わたなべ

辺百
も か

華さん
斉
さいとう

藤由
ゆ い

衣さん　　櫛
くしひき

引歩
あゆみ

実さん
竹
たけのうち

之内愛
あいり

梨さん　松
まつもと

本菜
な な

奈さん
石
いしだ

田葵
あおい

さん　　　横
よこやま

山紅
あかね

音さん
山
やまぐち

口夏
な な

奈さん　　渡
わたなべ

辺瑠
る か

華さん
松
まつもと

本優
ゆう

さん　　　※順不同
（松ケ丘ミニバス女子）

全
国
大
会

全
国
大
会出

場
者
紹
介

出
場
者
紹
介



23 広報もりや 2012.3.1023

には～そと～
公立保育所豆まき（２月１日）

　土塔中央保育所と北園保育所では、毎年恒例と
なっている季節の行事として、一足早い節分の豆
まきを行いました。園庭から鬼が現れると、園児
たちは勇気をふりしぼり、みんなで鬼に豆を投げ
て厄を払いました。

おお

●まちの話題を写真記事でお届けします

市市 内道路 394 ㎞を放射線量測定
市内放射線量走行測量（２月 20日から）

市市 民のアイデアを活用！
第３回市民提案型協働事業発表会（２月 26日）

　協働のまちづくりを推進するための一助として
今年も募集した市民提案型協働事業。市民から提
案された６つの事業が市民交流プラザで発表され
ました。壇上の提案者は、聴衆に対し、緊張しな
がらも分かりやすく提案内容を説明していました。

　２月 20 日、車両による市内の放射線量測定が
始まりました。今後、車両による測定報告と放射
線量計貸出による皆さんからの報告を併せ放射線
測定図を作成します。守谷市は平成 23 年 12 月
28 日に放射性物質汚染対処特措法による汚染状
況重点調査地域指定を受け、現在、環境省の除染
計画推進員と除染計画策定に向けて協議を進めて
います。また、消費者庁から貸与された放射性物
質検査機器により、給食食材の検査を実施してい
ます。

　ものづくり教育の一環として、卒業を間近に控
えた守谷小学校の６年生が、県産杉の間伐材でイ
スを作りました。このイスは、現在、建設中の新
校舎で使ってもらうため、卒業生から在校生に贈
られる予定です。

手手 作りイスを在校生に贈る
守谷小 6年生卒業記念（１月 31日）
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申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

守 谷 市 役 所

発行者　守谷市長　 会 田　真 一
編 集 守谷市役所総務部秘書課

〒 302-0198　守谷市大柏 950-1
0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/

市のさまざまな情報をメールで配信

◆主な内容◆
・イベント情報
・防犯 ･防災情報
・火災発生情報
・選挙情報

メールもりや

http://mm.city.moriya.ibaraki.jp/mobile/
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３月の納期

４月のし尿収集日

・上下水道使用料…１・２月分

２ ３ ４
９ 10 11
13 16 17
19 20 ―
23 24 ―
25 26 ―

平成 24年２月 25日現在

世　帯 23,530戸 （＋17戸）
人　口 62,881人 （＋ 6人）
　男　 31,835人 （－ 1人）
　女　 31,039人 （＋ 7人）
昨年同月人口　　 62,538人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

　「平成 24年度版クリーンカレンダー」でお知らせしたとおり、ご
みの分別方法変更に伴い、４月からごみの収集曜日が変わります。

◎粗大ごみは、事前申込による戸別回収です（隔週水曜日）／出し
方等詳細はクリーンカレンダー・手引きをご確認ください。

●問合先　市役所生活環境課　内線 148

３/19・21～３/23 ４/11
４/ 9 ～４/13 ４/25
４/23 ～４/27 ５/16

ご注意ください　4月からごみの収集曜日変更

Ｑ　プラスチック製容器包装は汚れたまま出してはいけないのか？
Ａ　資源としてリサイクルするには、汚れがあったままでは回収
できません。洗って、水気を取って指定日に出してください。
なお、汚れが取れないものは、不燃ごみとして出してください。
Ｑ　歯磨き粉やケチャップなどのチューブ型容器は洗うことがで
きないが資源として出せるのか？
Ａ　チューブ型容器は洗うことが難しく、そのままでは資源とし
て回収できませんので、不燃ごみで出してください。先進地の
事例では、「半分に切る等してから洗う」ことを義務付けている
ところがありますが、まずは無理をせず、できるところから分
別にご協力ください。
Ｑ　プラスチック製容器包装を分かりやすく判断する方法があれ
ば教えて欲しい。
Ａ　日常よく使われる、覚えやすい 10品目をまず目安として取り
組んでいただきたいと考えています。
　【これだけは覚えて欲しい10品目】
　①菓子袋、②インスタントラーメン容器（カップ・袋）、③シャ
ンプー・リンス容器、④食品トレー、⑤豆腐の容器、⑥食パン袋（菓
子パン袋）、⑦卵パック、⑧レジ袋、⑨割れ物等の緩衝材（エア
キャップ）、⑩ペットボトル等のラベル・キャップ

？ ごみの出し方質問箱（プラスチック製容器包装編①）

可燃ごみは 火・金 曜日、
　不燃ごみは 月 曜日

月 火 水 木 金　

不
燃
ご
み

　

可
燃
ご
み

隔　

週

空き缶 隔　

週

空きビン、
ペットボトル

　

可
燃
ご
みプラスチック製

容器包装
紙、古着・
古布類




